
~l 女の新聞 高齢者、若者、大学、地域……、
つながる誰にもメリットをもたらす
大学キャンパスが身近にある暮らし。
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寅
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会
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行
う
。

[
 

もう一震学びたい人の「立敦セカンドステージ大学」

一

lJIIIII—~ 汀 育
て
や
会
社
勤
め
を
終
え
て
か

子

ら
、
も
う

一
度
（
今
こ
そ
）
大

学
で
学
び
た
い
と
い
う
人
は
多
い
。
高

齢
者
と
大
学
の
関
わ
り
に
詳
し
い
社
会

学
者
の
袖
井
孝
子
さ
ん
に
、
先
駆
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
ア
メ
リ
カ
の
事
例
と

日
本
で
の
試
み
を
聞
い
た
。

大
学
生
と
い
え
ば
若
者
イ
メ
ー
ジ

一

辺
倒
の
日
本
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
大
学
は
よ
り
広
い
世
代
に

開
か
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

「
北
米
の
大
学
で
は
70年
代
終
わ
り
か

ら
高
齢
者
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
呼
び
込
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
進
学
率
は

約
5
削
で
頭
打
ち
。
少
子
化
は
予
測
さ

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
若
者
だ
け
を
対

象
に
し
て
い
た
ら
立
ち
行
か
な
い
と
」
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上 ・すぺての受鳩生がゼミに参加し、修士綸文を作成。下右・夏には八

ヶ岳山菫のr潰泉寛でゼミ合宿。下左 ・蔦の絡まる立教大学の校舎で学

ぷ。（立教セカンドステージ大半ffl)J-3985・4672)

市
民
を
対
象
に
し
た
公
開
講
座
な
ど

が
盛
ん
に
催
さ
れ
て
き
た
実
績
も
。

「
日
本
の
よ
う
に
、
大
学
は
校
内
だ
け

で
学
問
す
る
場
で
は
な
く
、
地
域
の
人

た
ち
に
安
く
手
軽
に
学
べ
る
機
会
を
提

供
す
る
場
で
も
あ
り
ま
し
た
」

多
く
の
大
学
で
60歳
以
上
の
学
生
へ

の
授
業
料
の
削
引
が
行
わ
れ
た
。

「潟
齢
者
は
授
業
料
半
額
。
ア
メ
リ
カ

の
大
学
で
は
卒
業
生
の
数
が
入
学
者
の

半
分
く
ら
い
に
減
り
ま
す
。
大
学
と
し

て
は
授
業
料
を
半
額
に
し
て
も
、
安
定

し
て
支
払
っ
て
く
れ
る
学
生
を
確
保
し

た
い
し
r
今
な
ら
経
済
的
に
も
大
丈
夫
』

と
い
う
シ
ニ
ア
の
志
願
者
も
多
い
。
両

方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」

”
エ
ル
ダ
ー
ホ
ス
テ
ル
“
と
い
う
試
み

に
も
人
気
が
集
ま
っ
た
。

「3
カ
月
近
い
夏
休
み
期
間
、
空
室
に

な
る
学
生
寮
に
高
齢
者
が
滞
在
し
、
サ
マ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
授
業
を
受

ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド

・
ア

け
て
も
ら
う
。
先
生
た
ち
も
そ
こ
で
ア

、
、
、、

ル
バ
イ
ト
で
き
る
の
で
一
石
何
鳥
に
も
」

高
齢
世
代
が
旅
を
し
な
が
ら
学
ぶ
エ

ル
ダ
ー
ホ
ス
テ
ル
運
動
も
生
ま
れ
た
。

「
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
や
大
学
寮
を
利
用

し
て
学
び
な
が
ら
旅
を
す
る
。
日
本
で

も
収
年
代
終
わ
り
に
エ
ル
ダ
ー
ホ
ス
テ

ル
協
会
が
誕
生
（
現
在
は
解
散
）
し
、
最

盛
期
に
は
会
員
が
数
百
人
に
も
。
た
と

え
ば
英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
で

2
週
間
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
学
ん
だ
後
、

彼
の
故
郷
、

ボ
ン
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
を
訪
ね
る
な
ど
」

生
寮
の

一
部
を
高
齢
者
専
用
の

学

住
ま
い
に
し
た
大

tあ
る
。

「南
フ
ロ
リ
ダ
大
学
で
は
学
生
寮
の

一

部
を
扁
齢
者
の
住
ま
い
に
利
用
。
低
層

階
に
は
要
介
護
裔
齢
者
が
住
み
、
学
生

は
そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
す
る
。
全
米
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
医
学
部
も
あ
っ
て
、
住
人
は
医
療

デ
ー
タ
を
提
供
す
る
代
わ
り
に
最
新
の

医
療
が
安
く
受
け
ら
れ
ま
す
」

日
本
で
も
数
年
前
か
ら
同
様
の
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
袖
井
さ
ん
も

講
師
を
務
め
た
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
大
学
も
そ
の
ひ
と
つ
（
上
写
真
）
。

「
50絨
以
上
を
対
象
に
学
び
直
し
と
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
目
的
に
し
た
生
涯
学
習

機
関
で
す

C

最
高
齢
は
80代
。
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
学
び
に
挑
戟
し
た
い
人
や
本

当
に
し
た
か
っ
た
学
問
を
学
び
た
い
人

な
ど
に
大
変
な
人
気
で
す
。
授
業
開
始

時
間
に
は
ほ
ぼ
全
員
が
着
席
し
、
席
は

前
か
ら
埋
ま
り
ま
す
（
笑
）
」

大
学
連
携
型
C
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C
a
re Retirem
e
nt C
o
m
mu
n
ity) 

と
呼
ば
れ
る
、
大
学
を
核
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
も
注
目
さ
れ
る
。
高
知
大
学
（
高

知
県
）

に
新
設
さ
れ
た
地
域
協
働
学
部

に
は
「
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
続
け
ら

れ
る
」
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
養
成

も
期
待
さ
れ
る
。

＇

桜
美
林
大
学
（
東
京
都
）
も
民
間
企

業
と
協
力
し
て
、
高
齢
者
と
若
い
学
生

が
自
然
な
形
で
異
世
代
交
流
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
計
画
中
だ
（
右
写
真
）。

「
大
学
は
学
び
た
い
時
に
学
べ
る
場
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
大
学
と
麻
齢
者
を
つ

な
ぐ
試
み
は
、
や
り
直
し
の
き
か
な
い

社
会
に

一
石
を
投
じ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
生
き
方
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
組

み
立
て
直
す

一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

●
介
鱈
に
閲
す
る
体
験
、
ご
量
見
、
今
憧
、
は
を
聞
き
た
い

人
や
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
．

は
が
き
か
封
書
で、
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鰭
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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